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　第５回	定時総会開催

会場はウェスタ川越です

平
成
28
年
度
の
重
点
実
施
事
業

①
就
業
機
会
の
拡
大
・
強
化

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

が
行
う
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
に

お
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら
本
格
的

に
展
開
し
、
会
員
の
新
た
な
働
き

方
と
し
て
、
一
層
の
事
業
展
開
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
さ
ら
に
就
業
機
会
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
、「
請
負
事

業
」、「
派
遣
事
業
」、「
職
業
紹
介

事
業
」
に
よ
る
事
業
形
態
の
使
い

分
け
に
よ
っ
て
就
業
機
会
の
拡
大

第５回定時総会が行われます。会員の皆様の多数のご出席をお願いします。

開催日時　平成28年６月15日（水）午後１時～
開催場所　ウェスタ川越 大ホール
議　　題　 報告事項（ 監査報告、平成27年度事業報告、平成28年度事業計画・収支予算）
　　　　　決議事項（議題と議案は、5月の理事会で決定します）
 ………………………………………………………………………………………………………………
※ 定時総会の「招集通知」と「議案書」は、総会開催日の2週間前までに、地域班長を通じて会員の皆様に
お届けします。
※ 定時総会に出席できない会員の方は、「招集通知」に添付の「委任状」を提出してくださるようお願いします。

に
努
め
、
会
員
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

②
安
全
就
業
の
徹
底
・
推
進

　

事
故
ゼ
ロ
は
究
極
の
目
標
で
あ

り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
昨
年
度
も

就
業
中
や
往
復
途
上
に
お
け
る
傷

害
事
故
や
賠
償
事
故
が
多
く
発
生

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
「
安
全
の
日
」
の

設
定
に
よ
る
安
全
意
識
の
高
揚
や

「
安
全
ニ
ュ
ー
ス
」
の
発
行
に
よ
り

啓
発
活
動
に
努
め
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
全
て
の
就
業
会
員
に
理
解
・

協
力
を
求
め
な
が
ら
、
安
全
就
業

の
徹
底
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
財
政
基
盤
の
強
化

　

高
齢
社
会
で
あ
る
現
在
、
高
齢

者
福
祉
の
受
け
皿
と
し
て
事
業
を

継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、
財
政

基
盤
の
安
定
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
基
本
財
源
の
一
つ
で
あ
る
補

助
金
が
削
減
さ
れ
て
い
く
状
況
も

あ
り
、
そ
の
ほ
か
重
要
な
財
源
で

あ
り
ま
す
事
務
費
や
会
費
に
つ
い

て
見
直
し
、検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

平成28年度 主要行事予定
予定月 実 施 項 目

4月 公共的業務　定期募集
安全巡回（第1回：民間2ヵ所）

5月

地区長・地域班長合同会議
接遇研修会（民間）
公共的業務　就業者選考
健康管理教室
安全就業研修会（刈払・植木）

6月

接遇研修会（公共）
仕事別G  L/SL研修会
安全巡回（第２回：公共2ヵ所）
定時総会

7月
適正就業強化月間
公共的業務　定期募集
安全管理講習会（自転車）

8月
接遇研修会（民間）
安全巡回（第3回：植木・刈払）
5年次会員研修会（H22年度入会会員）

9月 接遇研修会（公共）

10月

普及啓発月間
ボランティア清掃活動
公共的業務　定期募集
健康管理教室
安全巡回（第4回：植木など）
地区長会議

11月

接遇研修会（民間）
仕事別G  L/SL研修会
自転車乗り方講習会（法規・乗り方）
会員作品展
産業フェスタ

12月 接遇研修会（公共）
安全巡回（第5回：民間、注目業種）

1月 公共的業務　定期募集

2月

接遇研修会（民間）
安全巡回（第6回：公共、注目業種）
３市合同安全研修会
地区会議

3月 接遇研修会（公共）
女性会員交流会

平
成
28
年
度
の
重
点
実
施
事
業
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第
３
次
中
期
計
画
ス
タ
ー
ト

基 本 目 標

副
理
事
長　

鈴
木
治
雄

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

第
３
次
中
期
計
画
ス
タ
ー
ト

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で
の
５
ヵ
年
間

　

川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
昭
和
55
年
高
齢
者
事

業
団
と
し
て
設
立
、
平
成
24
年

４
月
に
は
法
改
正
に
伴
い
公
益

社
団
法
人
川
越
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
し
て
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
し
て
早
く
も
五
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

　

平
成
18
年
を
始
期
と
し
た
第

一
次
中
期
五
ヵ
年
計
画
は
、リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
透
明
な

経
済
情
勢
に
よ
り
会
員
数
は
伸

び
た
も
の
の
受
注
が
減
少
し
、

未
就
業
者
が
増
加
し
就
業
率
も

60
％
と
低
迷
、
就
業
機
会
の
確

保
、
拡
大
が
深
刻
な
課
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

第
二
次
中
期
五
ヵ
年
計
画
で

　

達
成
目
標
は
①
会
員
数

２
、７
０
０
人
の
う
ち
、
女
性

会
員
７
３
０
人
、
②
契
約
金

額
10
億
５
千
万
円
、
③
就
業
率

80
％
以
上
、
④
事
務
費
率
10
〜

12
％
の
達
成
を
目
指
し
て
取
組

み
ま
す
。
ま
た
、
編
集
方
針
も

従
来
と
異
な
り
課
題
毎
に
「
現

状
と
課
題
」「
実
施
計
画
」
に
分

け
て
記
述
し
て
い
ま
す
。

　

一
次
計
画
、
二
次
計
画
で
は

実
施
項
目
毎
に
検
討
・
実
施
時

期
を
決
め
て
い
ま
し
た
が
、
各

委
員
長
の
判
断
で
弾
力
的
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
改
め
ま
し
た
。

　

計
画
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て

は
平
成
28
年
度
定
時
総
会
議
案

書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

は
、
適
正
就
業
の
推
進
の
為
、
不

適
切
な
就
業
先
の
契
約
解
除
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
契
約
高
が
約
一
億

円
減
少
と
い
う
試
練
に
遭
遇
、
公

益
法
人
化
に
向
け
た
申
請
手
続
き

及
び
会
員
必
携
（
諸
規
則
）
の
全

⑴
会
員
の
増
強

　

働
く
こ
と
に
よ
る
高
齢
者
の
生

き
が
い
を
助
長
す
る
こ
と
は
、
介
護

予
防
や
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

に
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

　

広
く
市
民
が
目
に
す
る
市
広
報

紙
や
広
告
媒
体
、
公
共
施
設
の
利

用
な
ど
に
よ
る
普
及
啓
発
活
動
を

行
い
、
今
後
５
年
間
で
１
０
０
人

（
平
均
20
名
／
年
）
の
増
強
を
目
指

す
と
と
も
に
、
女
性
会
員
の
増
強

と
活
用
も
図
り
ま
す
。

⑵
就
業
機
会
の
拡
大
と
未
就
業
会
員
の
解
消

　

当
セ
ン
タ
ー
に
多
く
の
未
就
業

者
が
お
り
ま
す
。（
平
成
26
年
度
就

業
率
約
75
％
）

　
「
働
く
こ
と
の
生
き
が
い
づ
く

り
」
と
し
て
、
今
後
も
接
遇
能
力

を
向
上
さ
せ
な
が
ら
、
長
期
間
・

長
時
間
就
業
の
是
正
や
就
業
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
就
業
機
会
の

拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、希
望
職
種
と
の
ミ
ス
マ
ッ

チ
も
あ
り
ま
す
が
「
請
負
」、「
派

遣
」、「
職
業
紹
介
」
の
3
事
業
を

有
効
活
用
し
発
注
者
へ
の
理
解
を

求
め
な
が
ら
、
新
た
な
就
業
先
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

⑶
安
全
就
業
の
徹
底

　

会
員
の
就
業
に
お
い
て
安
全
が

全
て
に
優
先
し
ま
す
。「
安
全
第
一
」

の
意
識
高
揚
も
図
り
な
が
ら
、
安

全
就
業
を
徹
底
す
る
組
織
体
制
の

強
化
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

安
全
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
情
報
提
供

や
毎
月
一
日
を
「
安
全
の
日
」
と
設

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
各
種
講
習

会
へ
の
参
加
促
進
に
よ
り
「
事
故
ゼ

ロ
」
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
事
故

発
生
時
に
は
当
事
者
を
交
え
現
場
検

証
を
行
い
再
発
防
止
に
努
め
ま
す
。

⑷
組
織
体
制
の
強
化

　

基
本
理
念
「
自
主
・
自
立
、共
働
・

共
助
」
に
基
づ
き
、
会
員
が
相
互

に
協
力
し
あ
い
シ
ル
バ
ー
事
業
の

継
続
・
発
展
の
た
め
活
動
す
る
意

識
が
必
要
で
あ
り
、
会
員
参
加
型

の
自
主
・
自
立
の
運
営
体
制
の
構

築
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
局
体
制
と
し
て
法

令
順
守
に
基
づ
く
適
正
運
営
や
事

業
拡
大
に
伴
い
増
大
す
る
事
務
処

理
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

⑸
地
域
社
会
と
の
共
生

　

高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
り

つ
つ
あ
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、

地
域
や
会
員
同
士
の
交
流
、
親
睦

や
趣
味
を
通
じ
て
の
仲
間
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

　

地
域
班
活
動
や
会
員
作
品
展
等

の
各
種
行
事
を
通
じ
、
会
員
と
地

域
住
民
が
一
層
触
れ
合
う
場
の
拡

充
を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
防
犯
、
災
害
等

へ
の
支
援
体
制
の
調
査
・
研
究
に

努
め
ま
す
。

⑹
財
政
基
盤
の
強
化

　

財
政
基
盤
を
安
定
的
な
も
の
と

す
る
た
め
、
事
業
拡
大
を
図
り
事

務
費
の
増
収
を
見
込
む
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
事
務
費
率
の

増
加
や
業
務
別
の
適
用
率
の
細
分

化
な
ど
を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
会
費
に
つ
い
て
も
会
員
経

費
に
お
け
る
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
、
近
隣
シ
ル
バ
ー
の
状
況
も
調
査

し
、
当
セ
ン
タ
ー
の
実
情
を
考
慮
し

な
が
ら
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
。

強
、
安
全
就
業
の
徹
底
、
地
域
社
会

と
の
共
生
、
事
務
局
体
制
の
整
備
、

公
益
法
人
と
し
て
の
収
支
相
償
経
営

の
実
現
等
々
多
く
の
課
題
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
、
厳
し
い
事
業
運
営

に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

面
的
な
見
直
し
や
就
業
条
件
の
規

制
緩
和
を
行
い
、
会
員
数
も
増
加

し
就
業
率
は
70
％
台
に
伸
長
し
ま

し
た
。

　

第
三
次
中
期
計
画
は
、
不
安
定
な

経
済
情
勢
、消
費
税
10
％
へ
の
移
行
、

就
業
機
会
の
拡
大
と
女
性
会
員
の
増

　

そ
の
た
め
計
画
推
進
に
あ
た
り
、

国
の
動
向
や
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
事
業

へ
の
期
待
や
要
請
が
生
じ
た
場
合

は
、
必
要
に
応
じ
て
こ
の
計
画
の

見
直
し
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

① 会 員 数 2,700人
（うち、女性会員730人）

② 契約金額 10億5千万円
③ 就 業 率 80%以上
④ 事務費率 10%～12%
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自
主
財
源
の
確
保

　

平
成
24
年
４
月
に
公
益
社
団
法

人
へ
移
行
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
は
、
収
支
相
償
の
事
業
運

営
を
求
め
ら
れ
、
適
正
な
運
営
を

図
る
た
め
に
自
主
財
源
の
確
保
に

よ
る
財
政
基
盤
の
強
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
必
要
な
基

本
財
源
は
、
事
務
費
、
補
助
金
、

会
員
会
費
の
三
つ
で
す
。
事
務
費

に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
よ
り

事
務
費
の
引
き
上
げ
を
発
注
者
に

お
願
い
し
協
力
し
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
国
や
市
か
ら
の
補

助
金
に
つ
い
て
は
、
事
業
仕
分
け

や
財
政
難
な
ど
の
理
由
に
よ
り
削

減
傾
向
に
あ
り
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
大
き
く
影
響
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
セ
ン
タ
ー
の
運

営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
毎
年

経
費
の
節
減
や
見
直
し
な
ど
懸
命

の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

会
費
の
現
状

　

会
員
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成
18
年
度
以
降
10
年
間
、
年
額

１
、２
０
０
円
で
据
え
置
い
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
一
人
当
た
り
に

要
す
る
年
間
経
費
は
、
約
５
、

０
０
０
円
弱
か
か
り
ま
す
。
そ
の

主
な
使
途
は
、
シ
ル
バ
ー
保
険
料

（
傷
害
・
賠
償
）
に
約
１
、８
０
０

円
、
会
報
・
総
会
資
料
の
作
成
費

や
配
布
費
等
に
約
１
、０
０
０
円
、

そ
の
他
地
域
班
活
動
運
営
費
な
ど

の
諸
費
用
に
充
当
し
て
い
ま
す
。

会
費
の
改
定
に
つ
い
て

　

今
後
の
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運
営

に
必
要
な
財
政
基
盤
の
強
化
や
自

主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、
会

員
一
人
当
た
り
に
か
か
る
経
費
の

一
部
を
受
益
者
負
担
の
観
点
か

ら
ご
負
担
し
て
い
た
だ
き
た
く
、

他
セ
ン
タ
ー
の
状
況
（
県
内
他

市
セ
ン
タ
ー
の
年
会
費
平
均
２
、

４
９
２
円
）
や
去
る
２
月
に
行
わ

れ
た
地
区
会
議
で
の
意
見
を
踏
ま

え
て
、「
会
員
会
費
規
程
」
の
改

定
案
を
今
年
６
月
の
定
時
総
会
に

提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
会
員

の
皆
様
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

改
定
案
の
主
な
内
容
は
、
年
会

費
を
、
平
成
29
年
度
（
平
成
29
年

４
月
か
ら
）
２
、０
０
０
円
、
平

成
30
年
度
（
平
成
30
年
４
月
か

ら
）
２
、５
０
０
円
と
段
階
的
に

会
員
の
皆
様
に
お
願
い
す
る
も
の

で
す
。

 

（ 

専
務
理
事　

奥
冨
稔
雄
）

　

平
成
27
年
度
の
地
区
会
議
は
、

２
月
３
日
の
南
古
谷
地
区
に
始

ま
っ
て
、
２
月
22
日
の
高
階
地
区

を
最
後
に
11
地
区
す
べ
て
に
お
い

て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
数
は
、
対
象
会
員
２
、

６
８
９
人
の
う
ち
６
９
０
人
（
参

加
率
26
％
） 

で
し
た
。

　

会
議
は
、
芦
沢
理
事
長
（
一
部

地
区
は
鈴
木
副
理
事
長
）
の
挨
拶

に
始
ま
り
、
平
成
27
年
1
月
に
開

館
し
た
情
報
館
の
閉
館
に
至
っ
た

経
緯
や
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
吉
田
主
幹
（
一
部
地

区
は
嶌
田
業
務
係
長
）
よ
り
平
成

27
年
度
の
事
業
概
況
、
地
区
担
当

理
事
よ
り
平
成
28
年
度
を
初
年
度

と
す
る
第
３
次
中
期
五
ヵ
年
計
画

と
会
員
会
費
の
改
定
に
つ
い
て
そ

れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
終
了
後
の
質
疑
に
お
い
て

は
、
特
に
会
員
会
費
の
改
定
に
対

す
る
質
疑
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

年
会
費
の
改
定
に
つ
い
て

地
区
会
議
終
わ
る

地
区
会
議
終
わ
る
　

最
後
に
、
各
班
毎
に
班
別
討
議

を
行
い
、
任
期
満
了
に
伴
う
次
期

班
長
候
補
の
選
出
を
行
う
と
と
も

に
意
見
交
換
な
ど
で
交
流
を
深
め

て
頂
き
ま
し
た
。

　

地
区
会
議
は
、
全
会
員
を
対
象

と
し
た
会
議
で
毎
年
1
回
開
催
し

て
い
ま
す
。
会
員
相
互
の
連
帯
意

識
と
交
流
を
基
調
と
し
た
セ
ン

タ
ー
と
会
員
と
の
密
接
な
連
絡
・

情
報
交
換
の
場
と
し
て
、
今
後
と

も
継
続
し
て
開
催
し
ま
す
の
で
是

非
多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

 

（
総
務
委
員
会　

増
田
）

平成27年度地区会議開催結果
地区名 対象会員数 参加者数 参加率

東 134人 24人 18％

南 286人 74人 26％

西 257人 58人 23％

北 ・ 山 田 288人 55人 19％

芳野・古谷 137人 26人 19％

南 古 谷 166人 34人 20％

高 階 379人 154人 41％

福 原 145人 36人 25％

大 東 222人 52人 23％

霞 ヶ 関 400人 96人 24％

名 細 275人 81人 29％

合 計 2,689人 690人 26％

（対象会員数：平成28年2月1日現在）

西地区の地区会議
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安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

ヤ
リ
で
済
ん
だ 

あ
の
経
験
」（
全

国
統
一
標
語
）
を

合
言
葉
に
、
目
標

「
事
故
ゼ
ロ
」
と

し
て
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
振
り

込
め
詐
欺
等
の
防

犯
対
策
に
つ
い

て
、
西
入
間
警
察

署
・
坂
本
課
長
の

講
話
を
聞
き
、
一

同
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

■ 平成27年度の傷害事故
発生年月日 性別・年齢 仕事内容

１ 27年４月27日 男性・74歳 植 木 の 剪 定

２ ６月２日 男性・71歳 コンテナー洗浄作業

３ ６月９日 男性・69歳 オ リ コ ン 洗 浄

４ ８月21日 男性・66歳 コンテナー洗浄作業

５ ９月９日 男性・68歳 読 書 室 管 理

６ 10月５日 男性・70歳 コンテナー洗浄作業

７ 10月９日 女性・70歳 マ ン シ ョ ン 清 掃

８ 10月29日 女性・75歳 配 布 業 務

９ 12月11日 男性・81歳 除 草 作 業

10 28年１月25日 女性・72歳 清 掃 作 業

■ 平成27年度の賠償事故
発生年月日 性別・年齢 仕事内容

１ 27年７月３日 男性・76歳 カ ー ト 整 理

２ 11月２日 襖グループ 障 子 の 張 替 え

３ 11月25日 男性・64歳 資 材 運 搬

４ 12月30日 男性・70歳 カ ー ト 整 理

５ 28年１月29日 男性・71歳 バ ス 清 掃

３市合同安全対策交流研修会

れ
ま
し
た
。（
出
席
：
川
越
11
名
・
坂

戸
11
名
・
鶴
ヶ
島
８
名
）

　

活
動
報
告
、
事
故
事
例
研
究
な

ど
各
委
員
間
で
、
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。
事
故
事
例
で

ゴ
ミ
仕
分
業
務

 

（
笠
幡
、
西
後
楽
会
館
と
な
り
）

　

作
業
現
場
は
南
小
畔
川
沿

い
の
空
地
に
位
置
す
る
。
市

内
公
園
か
ら
回
収
さ
れ
た
ゴ

ミ
が
、
主
に
午
前
中
搬
入
さ

れ
る
。
ゴ
ミ
を
可
燃
、不
燃
、

危
険
物
、
缶
、
ガ
ラ
ス
、
木

材
な
ど
に
手
作
業
で
分
別
す

る
。
枝
葉
の
中
に
バ
ラ
、
ユ

ズ
な
ど
の
ト
ゲ
が
あ
り
注
意

し
て
い
ま
す
。

　

夏
は
臭
気
、
ハ
エ
が
強
烈

で
あ
る
。
生
ゴ
ミ
も
持
ち
込

ま
れ
て
く
る
な
ど
、
少
し
で
も
環

境
改
善
が
必
要
と
感
じ
ま
し
た
。

　

４
人
の
方
々
が
就
業
さ
れ
て
お

ら
れ
る
が
、
仲
良
く
工
夫
し
な
が

ら
作
業
さ
れ
て
い
た
の
は
、
頭
が

下
が
り
ま
し
た
。

清 

掃 

業 

務

 

（
伊
佐
沼
運
動
公
園
）

　

作
業
は
４
名
の
方
が
行
っ
て
い

ま
す
。
作
業
場
所
は
伊
佐
沼
の
ほ

と
り
、
一
周
の
ゴ
ミ
拾
い
と
公
園

内
の
ゴ
ミ
籠
の
中
の
ゴ
ミ
回
収
と

公
園
内
の
ゴ
ミ
拾
い
、池
の
掃
除
、

ト
イ
レ
の
清
掃
な
ど
で
す
。

　

２
月
18
日（
木
）

坂
戸
市
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
に
於
い
て
、

三
市
安
全
委
員
会

が
合
同
で
開
催
さ

は
、
川
越
は
往
復
途
上

が
多
く
、
坂
戸
・
鶴
ヶ

島
で
は
、
草
刈
、
植
木

剪
定
作
業
中
が
多
い
な

ど
地
域
性
が
出
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
幸
い
、

死
亡
、
重
大
事
故
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
28

年
も
「
見
逃
す
な 

ヒ

平成27年1月～12月事故件数
川越 坂戸 鶴ヶ島

傷害 12 4 10
賠償 4 6 5

　

回
収
さ
れ
た
ゴ
ミ
を
可
燃
・
ビ

ン
・
缶
・
危
険
物
・
ガ
ラ
ス
・
木
の
枝
・

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
分
別
し
ま
す
。
夏

場
は
蛆
虫
が
湧
き
、
悪
臭
が
し
ま

す
。
又
、
公
園
内
の
木
の
テ
ー
ブ

ル
の
上
で
炭
を
使
っ
て
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
行
い
、
テ
ー
ブ
ル
が
焦

げ
て
し
ま
っ
た
な
ど
、
マ
ナ
ー
が

悪
す
ぎ
る
人
が
い
る
よ
う
で
す
。

３市合同交流研修会

安全パトロール

困った！事故が増えている！困った！事故が増えている！
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健
康
管
理
教
室

交
通
安
全
講
習
会

活
発
に
意
見
交
換

女
性
会
員
交
流
会
開
く

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
た
女

性
会
員
交
流
会
が
、
３
月
４
日

午
後
１
時
30
分
か
ら
、セ
ン
タ
ー

の
会
議
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
員
以
外
の
一
般
の
女
性
も
含

め
て
、
約
60
人
が
参
加
、
活
発

に
意
見
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
別
項
（
左
）
で

紹
介
し
た
３
人
の
女
性
会
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
、
就
業
先
で
の
体
験
な

ど
を
発
表
。
参
加
者
た
ち
は
う
な

ず
き
な
が
ら
、
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
ん
だ

後
半
の
第
２
部
で
は
、
発
表
者
を

中
心
に
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
フ
リ
ー
ト
ー
キ
ン
グ

を
行
い
、
か
な
り
の
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

終
わ
っ
て
、
参
加
者
の
ひ
と

り
に
聞
く
と
「
会
員
に
な
っ
た
ば

か
り
な
の
で
、
今
は
ま
だ
、
仕
事

を
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
早
く
就

業
先
を
見
つ
け
て
、
皆
さ
ん
の
仲

間
に
加
わ
り
、
さ
ら
に
充
実
し
た

人
生
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
も
引
き
続
き
老
人

憩
い
の
家
の
指
定
管
理
者
に
決
ま

り
ま
し
た
。
向
こ
う
５
年
間
の
指

定
管
理
者
の
契
約
を
受
け
た
の

は
、
川
越
駅
東
口
、
高
階
北
、
小

ケ
谷
の
三
ヵ
所
で
す
。

　

昨
今
、
市
か
ら
の
請
負
の
仕
事

が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現
状

で
指
定
管
理
者
を
受
け
る
の
は
、

大
変
貴
重
な
こ
と
で
す
。

老
人
憩
い
の
家
３
ヵ
所

指
定
管
理
者
に
決
ま
る

　

公
共
の
場
で
就
業
を
す
る
場
合

は
、
や
や
も
す
る
と
市
の
職
員
と

い
う
目
で
見
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち

で
す
。
私
た
ち
シ
ル
バ
ー
の
会

員
も
ク
レ
ー
ム
等
の
な
い
よ
う
、

し
っ
か
り
意
識
と
自
覚
を
も
っ
て

お
客
様
に
接
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

 

（
就
業
対
策
委
員
会　

内
田
）

　

保
育
所
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
園
川
越
で
、

週
に
３
日
、
若
い
保
育
士
さ
ん
の
補
佐

を
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
お

父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
を
応
援
し
て
い

る
と
思
う
と
、や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

佐々木享子さん
　

小
ケ
谷
に
あ
る
学
習
教
室
で
小
学

校
５
年
生
に
、
国
語
と
算
数
を
教
え

て
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
あ
ふ
れ
る

子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
る
と
、
頭

が
サ
ビ
つ
く
ヒ
マ
も
あ
り
ま
せ
ん
。

稲葉政子さん

日　
　

時　

平
成
28
年
５
月
26
日（
木
）13
時
30
分
〜

場　
　

所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

第
２・
第
３
会
議
室

テ
ー
マ　

健
康
体
操
教
室「
体
力
を
維
持
し
て
介
護
予
防
」

　
　
　
　
　

専
門
講
師
に
よ
る
健
康
運
動
講
習

日　
　

時　

平
成
28
年
５
月
19
日（
木
）13
時
〜

場　
　

所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

第
２・
第
３
会
議
室

テ
ー
マ　

交
通
安
全
体
験
車「
サ
イ
ト
く
ん
」に
よ
る

　
　
　
　
　

事
故
防
止
の
為
の
弱
点
確
認
講
習

健
康
管
理
教
室

交
通
安
全
講
習
会

　

川
越
駅
観
光
案
内
所
で
、
年
間

６
５
０
万
人
の
お
客
さ
ん
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

控
え
て
、
お
も
て
な
し
の
心
で
、
こ
れ

か
ら
も
輝
い
て
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙瀬チエ子さん

女性会員交流会
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事
務
局
職
員
人
事

役
員
人
事

●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　

来
る
平
成
28
年
６
月
30
日
で
就
業
満
了
会
員
の
で
る
業
務
に
つ
い

て
、
次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務 
※
詳
細
は
添
付「
就
業
情
報
一
覧
」を
参
照

２　

募
集
期
間 
４
月
25
日（
月
）〜
５
月
６
日（
金
）
ま
で

３　

面
接
日 

 

①
指
定
管
理
者
業
務

 

　

平
成
28
年
５
月
18
日（
水
）

 

②
通
常
公
共
的
業
務

 

　

平
成
28
年
５
月
30
日（
月
）

４　

採
否
通
知 

５
月
末
頃

５　

就
業
開
始 

平
成
28
年
７
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法 

① 

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就

業
場
所
を
表
示
し
ま
す
。

 

② 

希
望
者
は
内
容
を
確
認
し
て
、
事
務
所
に
あ
る

応
募
用
紙
に
記
入
し
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
９
時
〜
16
時
）
を
設
け
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

４
月
１
日
よ
り
平
成
28
年
度
年

度
分
の
正
会
員
会
費
１
、２
０
０

円
の
納
入
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
規
程
で
定
め
ら
れ
て
い
る
期

限
の
、
５
月
末
日
ま
で
の
納
入
を

お
願
い
し
ま
す
。
詳
細
は
、
今
号

折
り
込
み
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

セ
ン
タ
ー
へ
電
話
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
を
す
る
際
に
は
、
番
号
の

か
け
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
電
話
番
号
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

番
号
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

ま
た
、
電
話
を
か
け
る
際
は

最
初
に
ご
自
身
の
お
名
前
と
会

員
番
号
、
就
業
し
て
い
る
方
は

就
業
先
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た

だ
け
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
・

取
り
次
ぎ
が
で
き
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

【
電　

話
】

 

０
４
９

－

２
２
２

－

２
０
７
５

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

 

０
４
９

－

２
２
２

－

８
９
７
３

　

毎
週
木
曜
日
（
９
時
〜
11
時
30
分
）
に
、就
業
相
談
会
を
、セ
ン
タ
ー

の
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
28
年
度

正
会
員
会
費
の
納
入
に
つ
い
て

電
話
番
号
の
か
け
間
違
い
に
注
意

就
業
対
策
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

緊
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　

①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　

②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
接
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
募
集　

公
共
的
業
務

公
共
的
業
務

募
集
募
集　

民
間
業
務

民
間
業
務

配分金支払日

間
仁
田 

貞
雄
様 

（

西
１
班
）

国
井
亮
二
様 

（

南
３
班
）

橋
本
純
子
様 

（
南
古
谷
１
班
）

小
林
令
子
様 

（
南
古
谷
４
班
）

小
森
節
子
様 

（
高
階
９
班
）

関 

千
枝
子
様 

（
福
原
１
班
）

瀬
川　

廣
様 

（
大
東
１
班
）

御
菩
薩
池 

政
夫
様 

（
霞
ヶ
関
６
班
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃　

報

事業実績（受注件数）

27/12 28/1 28/2

公 共 75 82 86

公社公団 20 23 19

民間事業所 344 336 344

独自事業 36 49 38

一般家庭 226 168 194

計 701 658 681

事業実績（契約金額） （単位：千円）

月　別 27/12 28/1 28/2

前年度 76,489 72,134 70,710

当年度 77,223 75,072 76,148

前年比 101.0% 104.1% 107.7%

累　計 27/12 28/1 28/2

前年度 700,843 772,977 843,687

当年度 712,769 787,841 863,990

前年比 101.7% 101.9% 102.4%

４
月
分
…
４
月
25
日（
月
）

５
月
分
…
５
月
25
日（
水
）

６
月
分
…
６
月
27
日（
月
）

７
月
分
…
７
月
25
日（
月
）

新
事
務
局
長

荻
野
将
信
（
事
務
局
長
）

 

【
平
成
28
年
4
月
1
日
付
】

退
職
職
員
紹
介

淺
川
規
子
（
民
間
業
務
担
当
）

 

【
平
成
28
年
1
月
31
日
付
】

嶌
田
賢
二
（
業
務
係
長
）

片
桐
義
行
（
民
間
業
務
担
当
）

梶
浦 

美
保
子
（
個
人
・
家
庭
担
当
）

 

【
平
成
28
年
3
月
31
日
付
】

新
職
員
紹
介

畑
田
泰
子
（
民
間
業
務
担
当
）

 

【
平
成
28
年
1
月
1
日
付
】

二
ノ
宮 

信
二
（
民
間
業
務
担
当
）

落
合
敏
男
（
指
定
管
理
者
担
当
）

 

【
平
成
28
年
4
月
1
日
付
】

異
動
職
員
紹
介

●
参
事

鹿
野
俊
治
（
前
事
務
局
長
）

●
課
長

吉
田
偉
英
（
前
主
幹
）

●
主
査

川
﨑
堂
裕
（
前
主
任
）

●
主
任

川
田
大
介
（
前
主
事
）

●
民
間
業
務
担
当

楯　

邦
夫
（
前
情
報
館
）

 

【
平
成
28
年
4
月
1
日
付
】

理
事
辞
任

庭
山
芳
樹

 

【
平
成
28
年
３
月
31
日
付
】
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①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
５
月
末
日　

郵
送
可

　

 

７
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④ 

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　

知
っ
て
の
通
り
、
川
越
に
は
、

お
寺
や
神
社
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
セ
ン

タ
ー
に
は
、
お
札
や
御
朱
印
帳
な

ど
、
筆
耕
の
仕
事
の
依
頼
が
あ
り

ま
す
。
他
に
も
、
結
婚
式
の
招
待

状
や
各
種
の
賞
状
な
ど
、
味
わ
い

の
あ
る
毛
筆
の
人
気
は
底
固
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
筆
耕

の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
表
紙
で
紹
介

し
た
よ
う
に
、
定
期
的
に
講
習
会

を
行
っ
て
、
技
術
の
向
上
を
目
指

し
て
い
ま
す
。 

（
舘
野
）

狛
犬
の
阿
吽
の
呼
吸
春
め
け
り

か
ら
こ
ろ
と
道
灌
橋
を
花
の
冷

春
疾
風
な
が
い
ふ
菓
子
に
浮
く
幼

麦
を
踏
む
後
ろ
手
夜
泣
き
地
蔵
尊

榛は
ん

咲
く
や
名
主
と
刻
む
長
屋
門

〈
南
５
班
〉
髙
瀬 

チ
エ
子

俳
句

植
物
は
四
季
の
先
端
自
然
の
道

梅
木
も
開
花
に
よ
っ
て
季
節
感

〈
大
東
６
班
〉
横
山 

達
夫

俳
句

〈
高
階
７
班
〉
宮
本 

秀
治

絵
画

店
先
に
季
節
違
い
の
果
物
が
地
球
も
広
い
し
地
球
も
狭
ま
く

最
近
は
空
家
が
多
く
見
ら
れ
る
異
動
転
職
住
め
に
く
い
家

〈
大
東
６
班
〉
横
山 

達
夫

短
歌

〈
南
４
班
〉

斉
藤 

八
重
子

〈
東
４
班
〉

山
路 

和
子

絵
て
が
み

絵
て
が
み

新河岸川の春

初
心
者
会
員
募
集
に
つ
い
て

　

私
達
、
尺
八
愛
好
会
は
現
在
３
名
で
各
々
の
就
業
日

を
調
整
し
な
が
ら
月
１
回
の
稽
古
を
し
て
お
り
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
童
謡
、
民
謡
な
ど
吹
け
る
様
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
尺
八
や
詩
吟
に
興
味
の
あ
る
方
、
連
絡
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
世
話
人
】

中
里
千
之　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
９（
２
４
６
）９
０
６
２

佐
藤
征
照　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
４
９（
２
４
５
）２
６
８
３

同
好
会
だ
よ
り

同
好
会
だ
よ
り

■

尺
八
愛
好
会

シルバーかわごえ  109  2016.4.15 8

シルバーかわごえ　　　発行 ： 川越市シルバー人材センター　　　編集 ：広報委員会　　　印刷 ：六三四堂印刷株式会社


